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問１ 次の（１）～（５）の概念を、具体的な例もあげつつ簡潔に説明しなさい。  
 
（１）  I と me 
（２）世界システム論  
（３）隠れたカリキュラム  
（４）熟議民主主義  
（５）ゲーティッド・コミュニティ  
 
 
問２ 社会調査に関して、次の（１）～（５）の問いに答えなさい。  
 
（１）社会調査としての国勢調査の特徴について複数の観点から説明するとともに、同調査の

かかえる課題について簡潔に論じなさい。  
 
（２）質的研究法の一つとして参与観察があるが、その方法を説明するとともに、その長所と

短所について簡潔に説明しなさい。  
 
（３）統計調査における仮説検定において、第一種の過誤、第二種の過誤とは何か、また、両

者の関係について簡潔に説明しなさい。  
 
（４）調査票調査における回答を、回収ののちに後から分類して数字に対応させる方法をアフ

ターコーディングと称するが、どのような際にその手法が有効であるか、簡潔に説明し

なさい。  
 

（５）中学生の学力調査において、朝食を毎日食べている生徒たちの学業成績がよいという正

の関連が確認されたとする。これを因果関係として読み解く場合、疑似相関関係として

読み解く場合、それぞれ具体的にどのようなことが想定されうるか、簡潔に論じなさい。 
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問３ 社会関係資本（social capital）に関して、次の（１）～（３）の問いに答えなさい。  
 
（１）社会関係資本とはどのようなものであり、どのような要素によって構成されていると考

えられるか、説明しなさい。  
 
（２）社会関係資本の研究において、それを結束型社会関係資本と橋渡し型社会関係資本とし

て分類する考え方がある。各々どのようなものであり、その各々の長所・短所はどのよ

うなものか、具体例もあげつつ、論じなさい。  
 
（３）現代社会において、社会関係資本の考え方を使うことでより理解が深まるとあなたが考

える社会事象を一つ取りあげ、それを具体的に論じなさい。  
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